
（別紙３）

～ 2024年　12月30　日

（対象者数） 33名 （回答者数）
29名

～ 2025年 2　月 18　日

（対象者数） 9名 （回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・新しい受け入れ先の施設や、心身ともにリフレッシュし、

身体をしっかり動かせる活動しやすい公園を開拓していく。

2

・引き続き柔軟な使い分けを行いながら、身体を動かす

機会を積極的につくれるように備品などの充実を

図っていく。

○事業所名 放課後等デイサービス　ひまわりくらぶ広中新開

○保護者評価実施期間
2024年 12月1　日

○保護者評価有効回答数

2025 年　2 月 1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年 2　月 21　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・日曜日の開所

・長期休暇、土日祝日の外出レクを中心とした活動の

充実。

・日曜日を開所している。

・放課後には行いにくい、昼食づくりや外出レク等を行い、

活動の充実を図っている。

・2階の発達支援室、1階のスポーツ会館の2つの部屋がある。 ・静と動のスペースとして、活動に応じて使い分けができ、

周りの環境に過敏な子どもに対しても、柔軟に対応を

している。

事業所における自己評価総括表公表



3

・子どもたち、保護者様からの信頼を得て、「行きたい」、

「行かせたい」といわれる施設を目指し、研修や

実践検討を重ねていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・外出先での、地域児童との交流や、特性等に理解を

示していただける施設等を開拓する。

2

・ニーズを図りながら交流しやすいイベントを

検討していく。

3

・心地よい環境を維持できるよう、清掃の充実を図り、

必要な所からリフレッシュを行っていく。

・施設設備の老朽化 ・開設10年を迎え、設備が古くなってきている。

・賃貸の為、改修が困難。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域児童との交流が少ない。 ・受け入れ先との打ち合わせや、非日常的な活動提供が

望ましくない子どもが多い。

・保護者同士のかかわりが少ない。 ・イベントは開催しているが、交流できる行事が少ない。

・経験年数の長い指導員が多い。 ・経験年数の長い中、子どもの実態を把握している。

日々の様子や活動内容を観察し、職員全体で

共通意識を図り、小さい出来事も、保護者様と共有し、多角的

な視点から支援につなげるようにしている。


